
主催：大阪市立総合医療センター【事務局】 総合診療内科 後藤 仁志
総合診療内科 山口 利昌

【お問合せ】地域医療連携センター 竹中・古澤 ☎06－6929－3633（直通）

申込要・参加費無料

本会は、医師会と大阪市立総合医療センター、近隣の診療所・病院勤務の先生方や多職種の方々と、症例検討を中心
としたカンファレンスです。このカンファレンスを通して診療レベルが向上し、相互の信頼と親睦が深まり、医療連携
が促進されることで患者さんへより良質の医療を提供する一助となる事を目的としています。
今回は”呼吸器”をテーマに専門家でなくてもきちんと理解できるプログラムを企画いたしました。

皆様と一緒に勉強したいと思いますので、ぜひ、ご参加ください。裏面のFAX申込書でお申し込みください。

【特別講演】根治性と低侵襲性を追求した肺癌外科治療について
呼吸器外科部長 月岡 卓馬

【症 例①】呼吸苦・呼吸困難感を主訴に救急外来で対応した症例の検討
総合診療内科医長 井上 侑子
救急外来では呼吸苦を主訴に受診する患者にしばしば遭遇します。令和６年度の当科の救急外来における主訴別の
診療実績でも「呼吸苦・呼吸困難感」は発熱、腹痛に次いで多く、そのほとんどは肺炎や気管支喘息、肺癌などの
呼吸器疾患が原因でした。しかし、ときに心不全や貧血、敗血症など呼吸苦疾患以外の疾患、病態でも呼吸苦を主
訴に受診する患者がいます。今回、当科で実際に経験した症例を提示の上で呼吸苦を訴える患者の診療上のポイン
トやアプローチについて考察します。

【症 例②】多彩な症状と臓器病変を呈する新規自己炎症性疾患
総合診療内科医長 八百 脩平
日常診療において原因不明の病態に遭遇することはございませんか？原因不明の発熱、皮疹、肺炎、関節炎など。
高次医療機関へ紹介し、すぐに改善するものの、何度も繰り返してしまう…。近年、遺伝子検査の進歩によりこれ
まで原因不明とされてきた病態において遺伝子異常が判明し、新規の疾患が同定されることがあります。近年判明
した新規自己炎症性疾患について、症例検討を通じてご紹介させて頂きます。

【閉会あいさつ】
総合診療内科部長 後藤 仁志

肺癌外科治療においては、開胸操作による胸郭のダメージと肺切除による肺機能の低下が身体に及ぼす侵襲にな

ります。したがって、傷を小さくして胸郭のダメージを軽減することと、肺切除量を減らして肺機能を温存する

ことが低侵襲につながります。傷を小さくする方法としては胸腔鏡手術やロボット支援下手術があげられます。

一方で、従来は肺葉切除のみが標準治療とされてきましたが、末梢小型肺癌に対する区域切除や末梢早期肺癌に

対する部分切除が標準手術として確立され、根治性と肺機能温存の両立が可能となりました。また、気道再建や

血行再建による健常肺の温存も積極的に行なっています。低侵襲と根治性を追求する当院での肺癌手術治療につ

いて報告申し上げます。

【開会あいさつ】
総合診療内科担当部長 山口 利昌

2025年10月４日（土）
15:00～17:00（14:30受付開始）

会 場：大阪市立総合医療センター 3階さくらホール

対 象：医療従事者 ※資料などの準備の都合上、事前の申し込みをお願いしておりますが、当日の参加申し込みも可能です。



第38回都島メディカル・カンファレンス（MMC）FAX申込書
大阪市立総合医療センター地域医療連携センター

申込FAX番号 ０６－６９２９－０８８６

お手数ですが、枠内にご記入の上、ＦＡＸにてご送信ください。
ご参加いただける方のお名前の記載をお願いします。
なお、誠に勝手ではございますが、９月26日（金）までにご返信ください。

参加者氏名

① 職種

② 職種

③ 職種

④ 職種

施設名

施設所在地等 住所

ＴＥＬ

【案内図】

大阪市立総合医療センター 3階 さくらホール
大阪市都島区都島本通2-13-22

最寄り駅
●大阪メトロ（谷町線）都島駅 2番出口から西へ徒歩3分
●JR西日本（大阪環状線）桜ノ宮駅 東出口から北へ徒歩7分

【事務局】
総合診療内科 後藤 仁志
総合診療内科 山口 利昌

【お問合せ】
地域医療連携センター 竹中・古澤

☎06－6929－3633（直通）

※本講演は、大阪府医師会生涯研修の認定を受けています。

※当日登録も可能ですが資料のお渡しが出来ない可能性があります。


